
資料検索システムの利用による英語の連続的学習

一高年次英語演習『アカデミック・イングリッシュ』への試み一

大月敦子

岩井雅史

0．はじめに

　信州大学高年次生を対象とした授業、英語演習『アカデミック・イングリッシュ』

の人文学部及び理学部の授業において、平成玉6年度より、英文ライティングと英文読

解の練習に、論文・資料検索システムの利用を試みた。その結果、一定の成果が得ら

れたことから、この検索システムの授業利用に関して、その目的；実施方法・内容；

成果について報告を行う。

　高年次生を対象とした本演習授業の目標は、初年次に学習・習得した英語力を、更

に高いレベルへと育成・定着させ、専門課程において求められる英語力、特に英語運

用力を築くことにある。そこで本授業では、本稿が提案する英語の「連続的学習法」に

よる、専門課程への架け橋となる英語運用力の育成を日指した。この「連続的学習法」

を英語演習授業の中で実現するために、論文・資料検索システムを利用した。なお、

この論文・資料検索システムを利用するにあたっては、信州大学附図書館の協力を得

た事を報倍する。

　第一飾では、本稿が提案する「連続的学習法」の概念とヨ指す目標について説明し、

第二節では、「連続的学習法」の英語演習『アカデミック・イングリシュ』への応用の

妥当性について議論する。第三節では、論文・資料検索システムが、実際の授業の中

でどのように利用されるかを示す。第四節では、本稿で利用した論文・資料検索シス

テムについて、それぞれが提供するデータについて解説し、最五節では、これの学習

効果を報告する。

1．英語の連続的学習がもたらす学習効果

1．1．「連続的学習法」について
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　多種多様な英語学習法がある昨今、どの学習法にも共通して提案されているのが、

学習の連続性である。この学習の連続性は、様々な語学教育の局面に求められている。

まず、語彙・文法等の頭語知識を段階を踏みながら連続的に学習する。例えば文構造

については、単文から複文へ、そして重文へと段階的に行う連続的学習。また、4技

能『読み・聞く・話す・書く』を、インプットとアウトプットを中心とした連続的旧

習。4技能をそれぞれ個別に学習するのではなく、ド読み」「闘く」のインプットと、「話

すjf書く」のアウトプットを、交互に織り交ぜて連続的に学習する。更には、学習教材

のトピックが、学習者の成長や興味に沿うものであり、大学であるならば、専門・教

養科冒を意識した題材を用いた学習、言い換えれば、学習教材のトピックと学習者と

の連続がある。

1．言語知識の語彙・文法を連続的な学習

2，4技能をインプットとアウトプットを軸に連続的な練習

3。学習教材トピックと学習者とに関連のある連続的な学習

4．上記1．2．3．の連続性　　　　　　　　「

　上述の1．2．3．項それぞれが連続的に学習されることは、特に目新しいもので

はなく、これまで様々な英語学習の場において行われてきたことである。本稿では、

英語運用力の育成という観点から、この連続的学習を更に一歩進め、これら1．2．

3．項の学習が相互に連続性を持ち合う方法を提案し、図1．がその概念を図で表し

ている。

ぐ一一レ ←→・ぐ…レ：連続的学習

く一鱒輯レ ぐ一一一レ

図1．「連続的学習法」

1．2，英語の「連続的学習法」の目標

　この「連続的学習法」の第一の灯標は、柔軟性のある英語力を育成することにある。

英語を知識や教養としてではなく、使用するためのものとして学習・習得することが

求められている昨今、英語運用力のみが強調される傾向がある。しかし、この英語運

用力は、大学教育という観点から見るならば、決して中身のないテクニカル偏重のも

のであってはならない。そこで『トピソクとなる知識や議論の理解』を背景に、『語語

知識』を軸に、『読み・聞く・話す・書く』の4技能を学習することで、中身を伴う柔
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軟性のある英語運用力を身につけることを提案する。それぞれを個別に学習するので

はなく、複数の学習項欝を同晴に学習し、それぞれが相互作用し合う中で、柔軟性の

ある英語力を育成することが出来るようになるだろう。これを第一の目標とする。

第二の目標は、より学習効果の高い学習法を提案することである。第二言語習得に

際し、語彙・文法等の書語知識の習得は、実際の言語運用の中での方が効果的である

ことは、Jan　H．　Ru｝s噸n（1989）のInξed紐guageに関する認知科学研究の報告からも明

らかである。例えばこの中でJaa　H．　Hulst葛inは、£he　two　word－order　rulesの習得につ

いて、全く習得していない第二雷語学習者（SLL：Seco磁Language　Learner）と、ある

程度習得している学習者とが、同じリーディング学習を行った結果、最終的にはthe

two　word－order　ruiesの習得レベルに既習者と未習者の間に差異がなかったと報告し

ている。つまり、雷語運用力鍛錬のためのり一ディング学習を通して、the　two

word－order　rulesの言語知識を習得するという、相乗効果的な学習法の効果が示され

ている。これはまさしく連続的学習効果と言えよう。他の要素との相互作用によって

“注意（A賃eation）”を喚起し、それによって高い学習効果が得られるようになると

考える。

以上、「連続的学習法」において、“柔軟性のある英語力の育成”“高い学習効果を得

る”という二つの目標が設定された。

2．「連続的学習法」を適用する背景及び理由

2．1，「連続的学習法」利用の妥当性

　次に、本稿で報皆する『アカデミック・イングリッシュ』の授業を、連続的学習の

対象として扱う背景と理由について述べ、それによって二二的学習法」利用の妥当性

について論じたい。

　大学の共通教育の陰的について信州大学は、「専門教育の基礎となる教育を施しつつ、

専門教育と連携して、自ら具体的な課題を見つけ幽しその解決に果敢に挑戦する精神

とユニークな個性を育成する。ゴと述べている。またアカデミックとは、『大学の・人

文科学の・学究的な・理論的な』（研究社・新芙禰中辞典・第六版・1994年）と定義

される。つまり専門課程における学究的・理論的教育の基礎となる本演習授業『アカ

デミソク・イングリシュ』は、まさに専門課程への架け橋として位置付けられている。

そこで本稿が考える連続的学習法が、この専門課程への架け橋である演習授業『アカ

デミック・イングリシュ』に、どのように応用されるのかについて述べたい。

　英語学習が専門課程にどのように結びついていくのかを考える時、学習教材として

扱う内容が専門課程での学習内容に関連していることは言うまでもないが、儒州大学
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の共通教育の目的にもあるように、学生個入の興味の対象もまた念頭に入れる必要が

あるだろう。これも見方を変えれば、学習者と英語学習との連続性と言えるだろう。

そこで、本演習授業で課すことになるファイナル・レポートのテーマは、各霞の興味

の対象を選べることを重視した。しかしそれによって、前述した専門課程への架け橋

としての位置付けが、希薄になると思われるかもしれない。しかし、たとえ各学生が

取り組むテーマが専門の学問と異なったとしても、信州大学の共通教育の目的『自ら

具体的な課題を見つけ出しその解決に果敢に挑戦する精神』に貢献すると共に、『アカ

デミック・イングリッシュ』という題目にも足ると考えている。但し、実際に学生が

選ぶテーマのほとんどは、専門科目のものであるか、またはそれに近いテーマ2であ

った。

　以上の理歯から、英譜演習授業配アカデミック・イングリッシュ』に「連続的学習

法」を適用することは妥当であると考えた。

2．2．論文・資料検索システムの利用と「連続的学習法」

　次に、論文・資料検索システムを利用することと「連続的学習法」との関係について

述べる。本稿では以下の理由から、論文検索システムを利用することで、英語の連続

的学習の可能性が広がると考える。

1，英文論文・資料を検索する中で運用力としての読解力と、その際に得られる雷

　　語知識の連続的学習

2．情報収集活動を通して、情報収集とコミュニケーションのための、ツールとし

　　ての英語を学習していることをi爽感

3，テーマについての知識・理解と、それによる読解力の向上

4．英文読解とライティングの連続的学習

　1番目の、“英文論文・資料を検索する中で運絹力としての読解力と、その際に得

られる言語知識の連続的学習”とは、情報を入手するために膨大な英文を瞬時に読み

取る運用力としての読解力が育成され、その学習活動を通して三三知識の学習が期待

されることを言う。2番目の“情報収集活動を通して、情報収集とコミュニケーショ

ンのためのツールとしての英語を学習していることの認識”とは、英：文情報の収集活

動を行うことによって、これまでの学習のための英語が、英語の一面でしかないこと

を身を持って体験することになるからである。3番目の“テーマについての知識・理

解と、それによる読解力の向上”は、テーマについての知識を、より深く理解するこ

とで英文読解力が向上することを雷っている。4番目の“英文読解力とライティング

カの連続的学習”は、収集した資料をもとに英：文レポートを作成することによって、

資料の英文を応用した英文ライティング練習ができることを言う。しかしここで挙げ

た四つの理由は、それぞれ独立したものではなく、互いに影響を与え合い、連続的な
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関係にある。このように論文検索システムを利用することによって、英語の連続的学

習が期待でき、しかも、この間接的（mode戯e）なアプローチは、従来の知識中心の英

語学習法に対し、学習者に負担の少ない、学習者中心（Leamer－centered）の学習法と

言えよう。

　補足となるが、今臼の高度情報化祉会において、多種多様な情報が学生達の日常生

活に大きな影響を与え、時には深刻な社会問題を引き起こす要因にもなっている。そ

してこの傾向は、今後飛躍的に増大するものと予想されている。例え英語の授業とい

えども、インターネットを利用して情報を収集するからには、学習漬動の中で学生の

倫理観を育てることも怠ることなく十分に配慮し、それによって情報倫理教育にも貢

献できると考える。

3．授業の流れと学習内容

　本稿で取り上げる英語演習『アカデミック・イングリッシュ』は、週1回90分間授

業で、回数は半期15回行われる。授業の主なねらいは次ぎの通りである。「専門的な

学術研究において必要とされる英語の読解力（り一ディング）の向上と英語のパラグラ

フの構成や論理の展開について多角的に学び、パラグラフ・リーディングの技法の更

なる向上に努める。あわせて、パラグラフ・リーディングで学んだ論理構成を応用し

て、英語の論理に沿ったパラグラフ・ライティングの技法の更なる向上も目指す」（信

州大学2007年シラバス）。この授業は、基本的に英文読解練習とパラグラフ・ライテ

ィング練習から構成されるが、授業のまとめとしてファイナル・レポート（A4用紙2

枚分）を課しており、その作成準備も、無理のないよう、毎回の授業の中で段階を踏

みながら少しずつ書き溜めることにしている。

　本稿が報告する、論文・資料検索システムの英語演習授業への利用は、授業の三本

柱である、リーディング練習、パラグラフ・ライティング練習、ファイナル・レポー

ト作成の中で、ファイナル・レポート作成蒔を中心に行われるが、第二節でも述べた

ように、その連続的学習機会の提供によって、他のリーディング、ライティングの学

習効果も持つ。各回の授業は、連続的学習がより効果的になるように、関連性を持つ

ように設計されている。以下は実際の授業での学習の時間配分と流れである。

〈学習の時間配分と授業の流れ〉

40分：リーディング練習　　　　　　1“PRISM　Book　8：0r怨ge”

20分：パラグラフ・ライティング練習：オリジナル教材（付録1）

30分：ファイナル・レポートの準備　：論文・資料検索システムによる学習
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また、次の表1は初園授業の際に配布される授業の予定表である。

表1．「アカデミック・イングリッシュ」シラバス

DATE　READ1潜G　PRACTIC起　　WR互TING　PRACTiC君　FINAL　R£PORT
　　　　（text：　‘‘PRisハ厘orI1轟ge，，）

15t：ひ1”α伽1Rθ磁〃8”　一
2hd　：Cし2‘「Pκy’ε，り加83潅〃1，，　　Sum蹴ar　No．2

3「d：

4監h：　（｝3‘？’8v’ε汐’〃8・3ゐ～〃2，，　　‘‘1職trodロction，，

5重h：　（》4‘「P7eッ’θ汐〃288轟ゴ〃3，，

6εh；　05‘「Pアey’εw∫鯉8επノ〃4，，

7臨：　（》6‘？r8り’εw〃’83π’〃5，，

8震h：　　CL7‘‘｝汐71〃｛～r1～θα〃〃95；ζ’1’1，，

91卜：　08‘‘〃つ陰〃8rR8α4ノπ88π〃2’，‘‘一，，

lotl亀：　σ9‘‘耳伽〃ε一Rβαぜ’〃83此〃3”‘℃onclus童on，，

H電h：010・・陥’1ε一R8・漉’～83潅〃4”・Gr・撫d・・

12驚h1

13ヒh＝

茎4th：

15竃hl

“幽”
‘‘

bause　and　Effect，，

　‘‘C艮assificIヨtio盤，，

β瞬1瞬晦

011‘rReり’8｝ジ’〃85み’1’1”“一”
（》12‘「R8り’e汐〃～93鳶～〃2，，　　　‘‘∠一，，
0・13‘rRεy’ε，幽83々’1’3”

R顛照乳蕪節欲駄¢P9瀬頭難蕊蟻唾鵬

表1．に示すように、毎回の授業は、READING　PRACTICE，　PARAGRAPH　WRIT脳G，

FmAL　REPORTから成る。　READING　PRACTICEでは読解練習を行い、　PARAGRAPH

WR汀脳Gではオリジナル教材を使って、ストラテジー毎にライティング練習を行い、

その練習がファイナル・レポート作成にも応用され、学習成果が反映されることにな

る。そしてFINAL　REPORTでは、収集資料を基に、またREADING　PRACTICE及び

PARAGRAPH　WRIT餌Gでの練コを応用しながら，負担増にならないように、毎回の授

業の中で少しずつ段階を追ってレポートを仕上げていくように工夫されている。

　FmAL　REP6RTの作成に、論文・資料検索システムを利用する際には、以下の点に

注意を促し、時には個々に指導を行うことにしている。

1，参考とした資料は、学生が自分で作成した英文と区別するために、必ず添付と

　　して明記する（但し、参考資料の英文を真似ることは大いに推奨している）。

2．引用文だけでなく図表を利用するよう薦める。

3．インターネットの検索システムを利用する暗は、信頼性・公共性の高いサイト

　　から情報を得るように薦めている。

4，テーマによっては、必ずしも英文資料である必要はないが、ホームページに英

　　文サイトを持っている可能性の高い自治体や公共施設・団体へのアクセスを薦
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めている。

　また、各自がテーマを選ぶ際には、テーマの内容が抽象的なものは避け、出来るだ

け具体的な事柄であることが望ましい。なぜなら抽象的なテーマは、英文の解釈やラ

イティングが困難であるためである。具体的な事柄を説明・表現する方が、大学の教

養英語レベルには適切であると考える、また同じ利用から図表を利用することも薦め

ている。

4．論文・資料検索システム

　論文・資料検索システム利用についての説明及び練習は、1回90分間の授業で行っ

た。90分授業の中で、始めの約45分間は論文・資料検索システムの紹介を行い、次

の20分間は検索練習課題を与えて摺導を行った。残りの25分間は各自のテーマにつ

いて学生自身で検索を行った。

　以下4．1．項では、用いた論文・資料検索システムの概要について、4．2．項

では検索指導手順について具体的にどのように行われたのかを説明する。

4．1．使用した論文・資料検索システムの概要

授業の中で取り上げた論文・資料検索システムは、次の通りである。

〈日本語論文・資料〉

・CiNii（サイニイ）　　（提供　国立情報学研究所（NII））

臼本語の雑誌論文・雑誌記事を検索するためのデータベースである。国内の学会誌や

国内大学紀要に掲載された論文情報に加え、国立国会図書館作成の雑誌記事索引に収

められた論文情報も提供されている。検索は、論文名・著者名といった項顕別の検索

語指定に加え、「フリーワード」という全項自を対象とした検索も可能である。論文に

よっては、PDF形式で全文が収録されている。全文の利用条件は掲載誌によって異な

り、無償で閲覧できるものと、契約した機関内からは自由に閲覧可能なもの、PPV（論

文1本ごとに利用者が支払う方式）で利用できるものがある。

・MAGAZIN£PLUS（マガジンプラス）　（提供　日外アソシエーツ）

日本語の雑誌論：文・雑誌記事を検索するためのデータベースである。国立国会図書館

の雑誌記事索引のほか、経済文献の索引誌として定評のあったJOINTのデータや、各

種論文集・学会年報・総合誌・ビジネス誌等、日外アソシユーツが独自に採録してい
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る論文・記事情報を提供している。

・Web　OYA－bu蕪ko（ウェブおおやぶんこ）　（提供　大宅壮一文庫）

島本語の一般雑誌の記：事を検索するためのデータベースである。学術雑誌ではない、

週刊誌・大衆誌・総合誌といった、他のデータベースが採録しないような雑誌の記事

に関して、独自の分類や件名によって索引付けを行っている。提供されているデータ

は1988年以降のものである3。

〈英語論文・資料〉

・8BSCOhost（エブスコホスト）　　（提供　EBSCO）

英語の雑誌論文・記事を検索するためのプラットフォームである。複数のデータベー

スを収めており、幅広い分野の文献を検索することができる。また、ジャーナルのタ

イトルによっては、PDF形式またはHTML形式で全文を収録している。

特長として、個々の論文の主題を示す統制語である件名4表示がある。同じ概念であ

っても著者によって異なる書き表し方があり得るが、それらを統一的に検索できるよ

うにするために、索引者によって付されるキーワードが件名である5。本システムにお

いては、個々の書誌情報画面でその論文の件名が表示されるのに加え、検索結果一覧

画面上でも、入力した検索語に関連があると思われる件名の候捕が表示される。そし

て、それぞれの件名をクリックすると、その件名で絞り込み検索を行うことができ、

主題による検索を非常に便利に行えるシステムになっている。

・Scopus（スコーパス）6　（提供　Elsevier）

英語の雑誌論文・記事を検索するためのデータベースである。採録範囲は自然科学系

のジャーナルが中心だが、近年のものに限れば、社会科学系ジャ・一ナルも多数タイト

ルを採録している。このデータベースの特長は、論文の引用・被引用関係を収録して

いることである。すなわち、論文Aが論文Bを引用している場合、Aのデータには「B

を引用している」、Bのデータには「Aに引用されているjという情報が、それぞれ入

っている。これによって、引用された論文をたどっていく検索や、引用された回数の

多い論文の検索といった、より幅の広い検索が可能となっている。

・Web　ofScience（ウェブオブサイエンス）　　（提供　Thomson　Scien断。）

英語の雑誌論文・記事を検索するためのプラットフォームである。自然科学系・社会

科学系・人文科学系の3種のデータベースを主要な検索対象としている。上記Scopus
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と嗣じく、論文の引用・被引用関係を収録するデータベースであり、歴史はこちらの

方が古い7。Scopusと比較すると、採録誌をより絞り込んでおり、各分野でコアジャー

ナルと呼ばれる重要な雑誌を採録するようにしている。このデータベースの被引用デ

ータをもとにして算出される、各ジャーナルの論文1本あたり平均被引用数を示す

「Impac之Factor」は、しばしば雑誌評価の指標として用いられ．ている。

4．2．論文・資料の検索指導手順

1）検索の必要性

　検索の方法を学ぶ前に、なぜ検索が必要になるかについての説明を行う。学生の場

合、レポート作成そのものの必要性は認識していても、レポートや論文を書くのに先

行文献や参考資料が必要であるという意識が身についていない揚合が多い8。そうした

学生に対しては、検索の方法だけを説明しても、それを活用しようと思うことは少な

いし、方法習得にも真剣に取り組もうとは考えない。したがって、まずは文献検索が

なぜ必要かを説明する必要がある。

　今圓は、”standi簸g　on　the　sho賢1ders　ofgiants”というニュートンの言葉を引用し、どの

ような成果も、過去の成果を踏まえた上にあるということを説明したうえで、踏まえ

るべき資料の種類として、図書・雑誌論文・新聞記事・Webサイトの4種類を挙げて、

それぞれの特徴（表2）と、資料の評価の仕方（表3）について説明した。そして、特

に重要な資料である図書と雑誌論：文について、検索の仕方を身につけることが、レポ

ート作成の上で必要であることを述べた。

表2．資料の種類と特徴

図書 体系的な知識

o版に晴間がかかる

雑誌論文 学術研究の主戦場

}体は電子形態が一般化
新聞記；事 速報性が高い

Webサイト 玉石混交・千差万別

s安定（消える・書き換わる）

表3．資料の評価

著者のプロフィール・業績

どのような文献を引用しているか

53



他者の自が入っているか

　雑誌論文鉱査読（他の研究者による評価）

　出版物　＝編集者

　W¢bサイト＝？

上記を踏まえて、（少なくとも現時点では）紙で出版された資料を用いるのが適切であ

ろうと述べた。

2）検索の実際

　次に、各検索ツールの特長を説明した後、EBSCOhos毛を例に用いて、実際に検索画

面を表示しながら、キーワードの入力方法・検索結果画衝の見方・書誌情報画面の見

方を解説した。また、検索結果画面から件名によって絞り込む方法についても説明し

た。

　先述のように、EBSCOhostは論文の主題を示す件名による検索機能が充実している。

このため、検索キーワードの選び方にそれほど習熟していない学生でも、とりあえず

思いついたキーワードを入れて、表示された件名の中からより関心テーマに近いもの

を選択していくことで、検索漏れをある程度カバーすることができる（図D。ウェブ

検索エンジンの普及もあり、検索というとキーワード検索が非常に一般的になったが、

キーワードの選択によっては、思うとおりの検索結果が得られないことがしばしばあ

る。そのため、このような主題検索も併用することが有効であることを説明した。

’
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Waming　System”等のより限定的な件名、”EARTHQUAKES”等の関連する件名

などが候補として提示された。

　そして、上記によって検索した論文本文を入手するための方法として、電子ジャー

ナルの閲覧方法・図書館の所蔵検索・文献複写申し込みの方法について説明を行った。

　最後に簡単な検索課題を1つ出題し、その後は学生がレポート課題に取り上げる内

容に関する文献を、各自で検索させた。

5，考察

　英語演習授業「アカデミック・イングリッシュ」のファイナル・レポート作成に、

論文・資料検索システムを利用した結果について、次のように成果と課題別に考察を

行う。

成果1）英語論文・資料を演習授業に利用することによって、本稿が提案する連続的

　　　　学習の枠が広がり、英語4技能のうち、読む・書くの技能の相互作用が促進

　　　　され、それによって無理のない学習者中心の学習環境を提供することが出来

　　　　た。

特にレポートのイントロダクションからボディー、そしてコンタルージョン

へと進むにつれて英文ライティングカが向上したことが挙げられる。論文・

資料の英文を学習し、自分の英文の中に応用していく中で、始めは模倣レベ

ルであったものが、コンタルージョンの段階では、学生自身が自分の表現と

して発展させている例が多かった。このことは、大月敦子（2004）において

も、英文要約練習による英文ライティング学習が同じような効果があると主

張されている。

和文英訳に慣れていても、テーマについて英文で自分の意見を書くこと（英

文ライティング）に不慣れな日本人学習者にとって、英文の模倣から始まり

自分の表現へと発展させる学習法は学習者に負担が少ない。このように学習

者に負損が少ないことが、「連続的学習法」の特微と雷える。

成果2）英語運用力の学習であることを実感すると共に、運用としての英語力の育成

　　　　に貢献出来た。

一つのテーマについて英文の情報を集め（この晴は、英語を速読している）、

その集めた情報を読んで理解して（この時は、精読している）その理解を英

文でまとめ、読み手に伝える。これら一連の学習は、レポートのイントロダ
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クションの部分で、学生各自がレポートを書く隠顕を明確に示すことによっ

て、英語運用を学習していることが明確になる。

英語が学習のためではなく、コミュニケーションのための運用手段であると

いうことを実感することによって、これまでの英語学習に対する閉塞感を和

らげ、学生各自が今後、英語学習を能動的に捉え取り組む機会を提供できた

と考える。

成果3）学生の探究心に訴えることが出来た。

学生が興味を持ったテーマを調べることによって、探求心を持ち、更にそれ

をまとめるという学習プロセスを経る。それによって興味レベルのものが形

になり、しかもそれが英語であるということによって、達成感が得られたと

考える。

成果4）論文・資料を利用することによって、客観的な見方・議論の必要性を認識す

　　　　る機会を提供することが出来た。

これまでの興味レベルのことについて、論文・資料を調べ、それに沿って考

えることから、客観的な見方を経験し、専門課程での議論の参考になると考

える。

成果5）情報収集のノウハウを伝え、それに際しての注意を喚起することが出来た。

インターネットからの情報収集に際して、何を探すのか、その探す対象ごと

の収集方法について、説明を受けるだけでなく、練習課題に取り組みながら

具体的に分りやすく学ぶことが出来たと考える。特に図書館が契約する検索

システムを利用することで検索システムを身近に感じ、専門課程での利用意

欲を醸成したと考える。

一方、以下の課題が残された。

課題1）半期、実質4ヶ月の学習期間の学習彙として適切であったか。

表1が示すように、一時限90分の中で、英文読解練習、パラグラフ・ライテ

ィング練習をし、残り30分で、このファイナル・レポート作成の準備をする

という内容を時間的・貴的に考えると、恐らく学生の自宅での学習墨は多か

ったと推測する。今後、この点についての検討が必要である。
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課題2）インターネットのサイトから資料を探し、それを利用する際の注意点につい

　　　　て、より明確な指導を行う必要がある。

口頭では何度が説明し注意をしたため、不正行為はほとんどなかったが、そ

の指導をより明確にするために、資料を探す際の注意点だけでなく、それら

を英文にまとめる際の注意点についても、書面で指導する必要があると考え
る。

課題3）時間的制約から、英語の言語知識を提供する機会が少なかった。

語彙・文法などの言語知識については、読解練習とパラグラフ・ライティン

グ練習の中で随時行ったが、その説明について、学生の知的好奇心を満足さ

せるには十分だったとは言えない。今後は言語知識の項目毎にプリントにま

とめ、配布することで補いたい。

　以上、本授業を推進することによって、

た。

5つの成果が得られ、3っの課題が残され

6．まとめ

　信州大学附属図書館の協力により、論文・資料検索システムを、英語演習授業「ア

カデミック・イングリッシュ」のファイナル・レポートの作成に利用することが出来

た。今後は、得られた成果については更に精査し、残された課題については検討及び

修正を行い、授業の更なる改善に努めたい。また英語の学習効果向上のために、「連続

的学習法」の検討を重ねていきたい。

　第1・2・3・5節を大月敦子が擾当し、第4節を岩井雅史が担当し、まとめを両

者が担当した。

謝辞

　今回の論文を作成するにあたって、多くの方々より多大な御協力を賜りました。信州大学附属

図書館の皆様方には、大変御忙しい申、検索システムの利用方法について学生指導をしていただ

きました。心から感謝申し上げます。有路憲一先生には、査読の際に丁重な御意見、御指導をい
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Writing'-v
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stote a diamend

  '

ring
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fitting this

3) Useful Expressions

   KDeseriptionofPeeple"

    i'm 20 years old and 165 cm talL

    I've rather short, straight black hain

    l'm wearing geld-rimmed glasses ftnd smfi)l silyer earrings.

    She is wearing heavy blue eye make-up.

    She has on / is wearing a leng black ceat and red nail pelish.

   KDeseription efCSothes & ProductsD

     His practicat plaid blanket is 52 inches (132 cm) wide aild 76 lnelies (193 cm) teng with fringe on two sides.

     Slie has a bag that is big and rectaRgular and soft coyered witli a strap. It also has n zipper around the

              front and wheels.

     His ssveater is made ofcashmere and has leng sleeyes, a soft collftr and fiye black buttens down the front.

   Let ls Describe lhur Fliends

  {1fopic): I introducc my frlend

(Supponing):

(Conclusien}:
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注

1信州大学全学教育機構櫨p：〃zengaku．shinshu－u．acjp／zen／index，php？topic皿kyouyGu（accessed

2GO8－01一星8）

2使用する言語が英語であるため、英文ライティングに不慣れな学生にとってレポート作成は困難

であることは十分予測され、そこで取り組むテーマが抽象的にならぬよう、できるだけ具体的な

事象・事柄であるよう、構成の段階で丁寧に指導する必要がある。

31987年以前の情報は、山子体の『大宅壮一文庫雑誌記事索引総目録』『大宅壮一文庫：雑誌記事索

引総目録1985～1987』によって入手することができる。

イ颪面上ではfサブジェクトの用語」として表示される。

s例えば「牛海綿状脳症」は、記事によっては「BSE」ぎ野牛病」などと表記されることがありう
る。しかし、いずれの表記の記事に対しても、件名として罫牛海綿状脳症」を付し、同時に、「BS8」

やジ狂牛病」で検索した場合は畔海綿状脳症」へのリンクを表示するようにしておくことで、
どのキ・一一ワードを入力しても、網羅的に検索することができる。

6信州大学においては、ScOPUsの契約は平成19年度で終了する予定である。
71961年発行の、冊子体でのScience　Citation　lndexが起源。

8米澤（2007）。
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